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Ⅲ 清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 
 

（１）策定の基本的な考え方 

 

策定の目的 

■ 清須市では、2014（平成 26）年 11 月に施行された「まち・ひと・しごと創生法」の目

的に沿って、2016（平成 28）年度から 2019（令和元）年度までのまち・ひと・しごと創

生（地方創生）の基本目標、取組に関する基本的方向、具体的な取組内容と客観的な指

標（ＫＰＩ）を定めた「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を 2016（平成 28）年

２月に策定し、毎年度、その進捗状況を検証しながら取組を進めています。 
 
【まち・ひと・しごと創生法の目的】 

 少子高齢化の進展に的確に対応し、人口の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏

への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確保して、将来に

わたって活力ある日本社会を維持していくために、まち・ひと・しごと創生（※）に

関する施策を総合的かつ計画的に実施する。 

（※）まち・ひと・しごと創生：以下を一体的に推進すること。 

まち …国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営める地

域社会の形成 

ひと …地域社会を担う個性豊かで多様な人材の確保 

しごと…地域における魅力ある多様な就業の機会の創出 

 
■ 地方創生の目標の実現は、中長期的な視点に立って目指していくべきものであり、引

き続き地方創生を推進するため、2020（令和２）年度から始まる新たな総合戦略として

「清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020」を策定します。 

 

 清須市第２次総合計画との関係 

■ 清須市では、2016（平成 28）年 12 月に策定した「清須市第２次総合計画」を行政運営

の基本的な指針と位置づけており、総合計画に基づいて行政運営を進めることを原則と

しています。 

■ 第２次総合計画では、各分野で取り組むまちづくりの目標を「政策」として定め、各

分野の政策のもとに、その実現に向けて中期的に取り組む「施策」（行政分野や組織の所

掌事務を踏まえて、複数の事務事業をその目的により束ねるもの）を分野別・体系的に

整理しています。 

■ 一方、まち・ひと・しごと創生総合戦略は、「清須市人口ビジョン（2016（平成 28）年

２月策定）」で提示する本市の人口に関して目指すべき将来の方向を踏まえて、地方創生

の実現に向けた取組を分野横断的にまとめたものです。 
 
【本市の人口に関して目指すべき将来の方向（清須市人口ビジョン）】 

方向性① 地域資源を生かして地域の活力を高める 

方向性② 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

方向性③ シニア世代が元気でアクティブに暮らせる地域をつくる 

方向性④ 安全・安心で快適に暮らせる地域をつくる 
 
■ 各分野におけるまちづくりを効果的に進めるための基盤を整えるという点において、

人口に関する問題への対応は重要な政策課題です。総合戦略 2020 に位置付けた取組は、

行政運営の基本的な指針である第２次総合計画と内容の整合を図りながら、重点的に取

り組むこととします。 

資料６－２ 
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【総合戦略 2020 と第２次総合計画 後期基本計画の相関】 

 第２次総合計画 

政策（基本構想） 施策（基本計画） 事務事業（実施計画） 

各分野で取り組

むまちづくりの

目標 

各分野の政策の実現に向けて中

期的に取り組む施策（達成度指

標、施策の展開 など）を設定 

施策の展開に即した事務事業に

ついて、活動指標を設定し、予算

編成と連動させながら進捗管理 

 

   

 

 
 総合戦略 2020 
 

基本目標 
取組に関する基本的

方向 

具体的な取組内容 

とＫＰＩ 
 地方創生の観点で新

たな目標を立て、数値

目標を設定（基本計画

の施策レベルを想定） 

政策分野ごとに、基

本目標を達成するた

めに実施する取組の

方向性を設定 

取組の方向性に沿っ

て、具体的な取組と

重要業績評価指標

（ＫＰＩ）を設定 

 

 計画期間 

■ 総合戦略 2020 の計画期間については、総合計画の後期基本計画と計画期間をあわせ、

2020（令和２）年度から 2024（令和６）年度までの５年間とします。 

 

【第２次総合計画（基本計画）と総合戦略の計画期間】 
 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

総合戦略（現戦略：４年、戦略 2020：５年）           

基本計画（前期：３年、後期：５年）           

国の総合戦略（第１期：５年、第２期：５年）           

 
（２）基本目標 

■ 人口ビジョンで提示する本市の人口に関して目指すべき将来の方向を踏まえて、2020

（令和２）年度以降の地方創生の実現に向けた基本目標を次のとおり設定します。 
   

基本目標① 定住する若い世代をふやす 

基本目標② 市の「強み」を生かして経済効果を生む 

基本目標③ 人を育て・つなげて地域を活性化する 

 

基本目標の考え方 

■ 本市の人口は一貫して増加を続けていますが、今後の見通しとしては、2015（平成 27）

年に 67,327 人であった人口は、今後も増加を続けて 2025（令和７）年にピークを迎えま

すが、以降は緩やかに減少し、2045（令和 27）年の人口は 68,870 人になることが見込ま

れています。 

■ 一方で、人口の構成比においては、2015（平成 27）年から 2045（令和 27）年にかけ

て、生産年齢人口（15 歳～64 歳）は 62.7％から 57.3％と 5.4 ポイント減少し、老年人

口 （65 歳以上）は 23.1％から 29.4％と 6.3 ポイント上昇するなど大きな変化が見込

まれ、これに伴って、地域社会の中でも様々な影響が懸念されます。 

 

 

総合戦略では、地方創生の基本目標の達成に向けて必要となる取組という観点から、

総合計画の施策の内容について政策をまたいで整理。総合計画においても、総合戦略

に位置付けた取組を重点的に実施。 
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■ こうした将来の状況を見据えて、人口に関する問題に的確に対応して、今後も持続的

なまちの発展を実現するため、総合戦略 2020 では中長期的な視点に立って３つの基本目

標を定め、その一体的な推進を図ります。 

 

【清須市の人口の今後の見通し（再掲）】 

  
2015 年の国勢調査人口を基準としてコーホート要因法により推計。 

 
【総合戦略 2020 の基本目標のイメージ】 
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（３）基本目標の実現に向けた取組 

 

 基本目標① 定住する若い世代をふやす 

■ 今後も持続的なまちの発展を実現するためには、第一に若い世代の人口規模を維持す

ることが重要であることから、若い世代が子育てしやすく、住み続けたいと感じる環境

を整え、定住する若い世代の増加を目指します。 

 

数値目標 基準値 目標値 

住民基本台帳に基づく 

20 歳代～40 歳代の人口数 

28,557 人 

（2018（平成 30）年１月※） 

※2019 年の数値公表後修正 

基準値を維持 

（2025（令和７）年１月） 

今後もこの地域で子育てし

ていきたいと思う３歳児の

保護者等の割合［施策 201］ 

96.9％  

（2018（平成 30）年度） 

基準値を維持 

（2024（令和６）年度） 

 

① 基本目標の関係データ 

 

 
2015 年の国勢調査人口を基準としてコーホート要因法により推計。 

 

■ 清須市の 20 歳代から 40 歳代の人口の今後の見通しとしては、2015（平成 27）年から

2045（令和 27）年にかけて 13.6％減少することが見込まれています。 

 

② 取組に関する基本的方向 

■ 若い世代の方に「清須市は子育てしやすい」と感じていただくためには、安心して就

労と子育てを両立できる環境を整えることに重点的に取り組む必要があり、保育・幼児

教育と放課後等における活動の場についての利用ニーズを確実に充足します。 

■ 加えて、妊娠・出産期から子育て期を過ごす方が、ワンストップで情報を得ることが

でき、必要なサービスを必要なときに受けることができる環境づくりを強化します。 
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■ 若い世代の方に「清須市に住み続けたい」と感じていただくためには、安心・快適な

環境を確実に確保することが必要であり、特に防災や防犯の観点では、ハード面の整備

とともに、ニーズに応じた情報発信や、地域の防災活動に参加しやすい仕組みづくりを

進めます。 

■ また、地域に誇りと愛着を持ち、当事者として考え行動する住民意識（シビックプラ

イド）を醸成するため、幼少期から市の歴史や魅力を知ってもらうための取組を推進し

ます。 
 

③ 具体的な取組とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

■ 民間事業者の誘致など多様な方法を活用して、保育・幼児教育と放課後等における活

動の場についての利用ニーズを充足します。［施策 202］ 

■ 子育て世代包括支援センターについて、多様な媒体による周知など利用促進を図るこ

とにより、子育て世代を支援するためのワンストップ拠点として、地域への定着を図り

ます。［施策 201・202］ 

■ 防災や防犯に関する情報について、多様な媒体による情報発信に取り組みます。 

［施策 102・103］ 

■ 地域の防災を担う人材を育成するための地域防災リーダー養成講座について、プログ

ラムの見直しなどにより、若い世代の方の参加を促進します。［施策 102］ 

■ 2020（令和２）年度にリニューアルするあいち朝日遺跡ミュージアムの活用や、小学

校社会科の新たな副読本の作成など、学校教育の中で子どもが地域のことを学ぶ機会の

充実に取り組みます。［施策 203］ 
 

ＫＰＩ 基準値 目標値 

保育園の入園待機児童数

［施策 202］ 

０人 

（2019（平成 31）年４月１日） 

０人 

（2025（令和７）年４月１日） 

「子育て世代包括支援セン

ター」を知っている市民の

割合［施策 201］ 

30.5％ 

（2018（平成 30）年度） 

基準値から増加 

（2023（令和５）年度※） 

※市民満足度調査実施年度 

20 歳代～40 歳代の地域防

災リーダー養成講座受講者

数 

８人 

（2018（平成 30）年度） 

20 人 

（2024（令和６）年度） 

 
基本目標② 市の「強み」を生かして経済効果を生む 

■ 定住する若い世代の増加を目指すためには、若い世代にとって働く場所としての魅力

を高めることが重要であることから、市の「強み」である交通利便性や豊富な歴史資源・

観光資源などを生かして、資金が市域外から流入し、市域内で循環する環境をつくり、

経済効果を生み出すことを目指します。 
 

数値目標 基準値 目標値 

市内の創業比率 
3.96％ 

（2014（平成 26）年～2016（平成 28）年） 

県平均値以上 

（2024（令和６）年を含む経済センサス実施期間） 
特定の期間における「新設事業所数を年平均にならした数」の「期首の既存事業所数」に対する割合。
個人、（法人）会社を足し合わせて算出しており、会社以外の法人及びその他の団体は含んでいない。 

市内の民営事業所数 

［施策 502］ 

2,495 事業所 

（2016（平成 28）年６月１日） 

基準値を維持 

（2024（令和６）年を含む経済センサス実施期間） 

市内の民営事業所の従業者

数［施策 502］ 

28,535 人 

（2016（平成 28）年６月１日） 

基準値から増加 

（2024（令和６）年を含む経済センサス実施期間） 
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① 基本目標の関係データ 

 

 
出典：総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」をもとに作成 

注記：「2009（平成 21）年 経済センサス基礎調査」及び「2012（平成 24）年 経済センサス活動調査」   

では、新設事業所の定義が異なるため、「2006～2009 年」及び「2009～2012 年」の創業比率は、前

後の数字と単純に比較できない。 

 

■ 清須市の創業比率は県平均値を約１ポイント下回っており、愛知県内の 54 市町村の中

でも 39 番目とあまり高くない状況です。 

 

 
総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 

 

■ 清須市の事業所数は、愛知県内の 54 市町村の中で 26 番目となっています。 

■ 産業分類別では、製造業、卸売業・小売業、宿泊業・飲食サービス業の事業所が多く、

次いで建設業、生活関連サービス業・娯楽業、その他のサービス業、医療・福祉の事業

所が多い状況です。 
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 総務省「経済センサス－基礎調査」、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」 
 

■ 清須市の事業所の従業者数は、愛知県内の 54 市町村の中で 26 番目となっています。 

■ 産業分類別では、製造業、卸売業・小売業の事業所が多く、次いで運輸業・郵便業、

その他のサービス業、建設業、医療・福祉、宿泊業・飲食サービス業の事業所の従業者

数が多い状況です。 

 

② 取組に関する基本的方向 

■ 交通利便性や豊富な歴史資源・観光資源などの市の「強み」がある中で、経済効果を

生み出すためには、まずは市内事業者の活性化を図ることが必要であり、商工会等との

連携を図りながら、市内での創業に対する支援や、中小事業者の経営基盤の強化に向け

た取組を進めます。 

■ また、清洲城や朝日遺跡をはじめとした豊富な歴史資源・観光資源などを活用し、来

訪客の増加を経済効果につなげるため、観光地域づくりを推進します。 

■ 加えて、豊富な歴史資源・観光資源などを活用して、市内における製造品等のブラン

ディングを推進します。 

■ 観光地域づくりやブランディングの推進にあたっては、より効果的な情報発信の仕組

みづくりを進めます。 

 

③ 具体的な取組とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

■ 商工会等との連携により、創業支援セミナーや中小事業者を対象とした講習会などを

開催します。［施策 502］ 

■ 国・県と同調して、東京圏から本市に移住する起業・就業者への支援を行います。 

［施策 502］ 

■ 民間事業者との連携など多様な方法を活用して、観光施設の魅力向上を図り、観光誘

客を促進します。［施策 501］ 

■ 「あしがるサイクル」の効果的な活用により、市外来訪者の利便性と周遊性を高めま

す。［施策 501］ 
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■ 観光施設間の連携や案内サインの設置などにより、市外来訪者の市内滞在を促進しま

す。［施策 501・603］ 

■ 市内の企業や事業者と連携したオリジナル土産品の開発を進めるとともに、それを核

としたブランディングに取り組みます。［施策 501・502］ 

■ 商工会や観光協会との連携により、効果的な情報発信に取り組みます。［施策501・502］ 

 

ＫＰＩ 基準値 目標値 

創業支援事業による創業件

数［施策 502］ 

18 件 

（2018（平成 30）年度） 

25 件 

（2024（令和６）年度） 

清洲城（有料）及びあいち

朝日遺跡ミュージアムの入

場者数 

66,007 人 

清洲城：61,123 人 

資料館： 4,884 人 

（2018（平成 30）年度） 

135,000 人 

（2024（令和６）年度） 

清洲ふるさとのやかたでの

土産品販売額 

10,736 千円 

（2018（平成 30）年度） 

13,000 千円 

（2024（令和６）年度） 

オリジナル土産品の開発件

数 

２件 

（2018（平成 30）年度） 

毎年度２件を継続 

（2024（令和６）年度） 

観光協会ホームページのア

クセス件数 

4,141 件 

（2018（平成 30）年度） 

8,000 件 

（2024（令和６）年度） 

 

基本目標③ 人を育て・つなげて地域を活性化する 

■ 社会経済が大きく変化する中にあっても、誰もが安心して生活できる地域社会をつく

るためには、地域で人が関わりあい、様々な分野で地域の活動が持続的に行われていく

ことが重要であることから、様々な分野で地域を担う人を育てるとともに、お互いにつ

ながりあうことにより、地域の活動を活性化させることを目指します。 

 

数値目標 基準値 目標値 

地域のつながりを感じてい

る市民の割合［施策 703］ 

37.1％ 

（2018（平成 30）年度） 

基準値から増加 

（2023（令和５）年度※） 

※市民満足度調査実施年度 

ブロックや自治会等の活動

に参加している市民の割合

［施策 703］ 

39.0％ 

（2018（平成 30）年度） 

基準値から増加 

（2023（令和５）年度※） 

※市民満足度調査実施年度 

 

  



- 9 - 

 

① 基本目標の関係データ ※平成 30 年度調査結果にあわせて、今後内容を修正。 

 

 
出典：清須市「第５回（2016（平成 28）年度）市民満足度調査報告書」 

注記：調査において回答のあった 1,353 人のうち、当該設問に対して無回答であった４人を除く 1,349 人
の回答を分類。回答者の属性は男性 597 人、女性 749 人、性別無回答３人。 

 

■ 平成 28 年度の市民アンケート調査における、住んでいる地域のブロック・自治会活動

等への参加状況を見ると、30 歳代までは参加していない方が多数となっていますが、40

歳代の男性を除いて、40 歳代以降は約半数の方が参加しています。 

 

② 取組に関する基本的方向 

■ 地域で人が関わりあい、様々な分野で地域の活動が持続的に行われていくためには、

その中心となって活動する人材を育てることに重点的に取り組む必要があり、様々な分

野において、これから地域で中心的な役割を担っていく人材の育成を推進します。 

■ 加えて、地域での活動がさらに活性化するためには、人材同士がつながり、様々な情

報を共有することが必要であり、情報共有の場づくりを進めます。 

■ また、市の行政運営にあたっても、市民参加を支援・促進するとともに、行政と市民

の交流の場づくりを進めます。 

 

③ 具体的な取組とＫＰＩ（重要業績評価指標） 

■ 地域防災リーダーや母子保健推進員、食生活改善推進員など、様々な分野において地

域で中心的な役割を担っていく人材を育成するための養成講座等を開催します。 

［施策 102・201・301］ 

■ 様々な機会をとらえて、「市民協働ハンドブック」などを活用して市民参加・市民協働

を促進するための情報発信に取り組みます。［施策 701］ 

■ 地域で活動する様々な人材が交流し、情報を共有するための機会づくりに取り組みま

す。［施策 701］ 
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■ 市職員の市民参加・市民協働に関する意識の向上を図るため、定期的な研修を実施し

ます。［施策 701］ 

■ 市の行政計画を策定する際には、市民ワークショップの開催など、策定過程における

市民参加を原則として実施します。［施策 701］ 

 

ＫＰＩ 基準値 目標値 

地域防災リーダー数 

［施策 102］ 

229 人 

（2018（平成 30）年度末） 

450 人 

（2024（令和６）年度末） 

母子保健推進員数 

［施策 201］ 

58 人 

（2019（平成 31）年４月１日） 

70 人 

（2025（令和７）年４月１日） 

食生活改善推進員数 

［施策 301］ 

47 人 

（2019（平成 31）年４月１日） 

51 人 

（2025（令和７）年４月１日） 

職員を対象とした研修会の

開催 

１回開催 

（2018（平成 30）年度） 

毎年度開催 

（2024（令和６）年度） 

 

（４）清須市まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 のマネジメントサイクル 

■ 清須市の行政運営マネジメントの基軸である第２次総合計画では、計画体系に即した

行政評価（施策評価・事務事業評価）を実施し、その結果を活用して、毎年度の事務事

業の見直しや、計画全体の見直しを行うサイクル（マネジメントサイクル）を構築して

いますが、まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 においても、第２次総合計画における

マネジメントサイクルの仕組みを活用した進捗管理を行います。 

 

■ まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 に係るマネジメントサイクルでは、基本目標を

単位として、市における評価を行うとともに、有識者等で構成する「まち・ひと・しご

と創生総合戦略推進会議」において外部の視点からの評価を行います。 

 

■ また、評価結果を踏まえて、必要に応じて、まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 の

内容の見直しを行います。 

 

（５）基本目標の実現に向けたご意見・ご提案 

 

■ まち・ひと・しごと創生総合戦略 2020 の策定過程において実施した「市民参画会議」、

「若い世代へのまちづくりに関するインタビュー」において、参加者の皆様からいただ

いた今後の清須市のまちづくりに対するご意見・ご提案を、基本目標ごとに分類して整

理しました。 

 

■ 今後、取組を進めていくにあたり、これらのご意見・ご提案を十分に踏まえながら、

基本目標の実現を目指してまいります。 

 

「基本目標① 定住する若い世代をふやす」に関するご意見・ご提案 

■ 今後、生産年齢人口の減少が見込まれる中で、外から人を呼んで定住人口を増やすこ

とが必要。 

■ 今住んでいる人の地域への愛着心が高まれば、次世代にとっても魅力的な地域になる。 

■ 多子世帯の保育料の軽減など、子育て世代への厚いサポートは必須。 
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■ 安定して財源や制度を維持していくためには、子育て世代が安心して子育てできる地

域であることが大事。 

■ 市内を流れる河川を生かしたテーマパークなど、家族で一日遊べる場所があると良い。 

■ 子どもが外で安全に遊ぶことができる環境がほしい。 

■ 子どもに地元の魅力（歴史、文化、河川など）を伝えていくことで、将来戻ってきた

い「まち」になる。 

■ 子育て支援センターが充実していて良いと思う。 

■ 子どもを安心して育てられる環境が大事。 

■ 安全・安心・安定・快適はまず当たり前に確保すべき。 

■ 安定・快適という意味では、子育て・仕事・お金・生活・医療を一体的に支援するセ

ンターが市の単位であると良い。 

■ 市の担当者が素晴らしいと思う地域を視察して、そのアイデアを市に持ち帰って導入

してはどうか。 

■ 癒しを感じられるような町並みや、美しくデザインされた場所がほしい。 

■ 若者から高齢者まで、それぞれの状況に応じて情報が取れて、情報を共有できる仕組

みづくりが必要。 

■ 東海豪雨の経験を後世に伝えて、防災の意識を高めてもらうために、「東海豪雨記念館」

をつくってはどうか。 

■ 若い世代に住んでもらうためにも、災害への対策は必要。 

■ 災害時の情報発信のために、近隣市と協力してコミュニティＦＭをつくってはどうか。 

■ 大都市の隣という強みを生かして、究極のベッドタウンを目指すべき。 

■ 清須の価値にストーリー性を持たせて、清須のアイデンティティをつくっていくこと

が必要。そのためには外部からプロデューサーを呼び込んではどうか。 

■ 多子世帯が利用しやすい保育環境をつくってほしい。 

■ 子育て環境で他市町との差別化を図ることが必要。 

■ 保育園利用者へのアンケートを行って、その結果を踏まえて取組を進めてほしい。 

■ 小さい子どもが遊ぶ公園はたくさんあるが、中学生や高校生が集まって、サッカーや

野球ができるグランドがあると良い。 

■ 名古屋から近いのに、お店の数が少ない。駅の近くにカラオケ、カフェ、居酒屋など

があったら便利だと思う。 

■ スポーツができる施設やカラオケなど、若い人たちが思いきり遊べる場所がほしい。 

■ 駅周辺にカフェや夜までやっているお店があると、名古屋まで行かずに友人と集まる

ことができて良い。 

■ 名古屋にもすぐ行けるのに、静かでのどかなイメージの清須市は、都会よりも住みや

すいと思う。 

■ 家族や友達同士で参加することができる地域のイベントがもっとあると良い。 

■ 狭い道路や、街灯が暗い場所が少なくなれば、もっと住みやすいと思う。 

 

「基本目標② 市の「強み」を生かして経済効果を生む」に関するご意見・ご提案 

■ 清洲城や朝日遺跡など、市内には外の方に誇れるところはたくさんある。 

■ 市の名物になるものをぜひ作ってほしい。 

■ 観光がお金につながっていない。観光に来た方が市内のお店を使って、お店が育つよ

うなながれができると良い。 

■ 若い人に興味を持ってもらえるような観光情報が発信できれば、情報が拡散されて、

より多くの方に市に来てもらえると思う。 

■ 観光分野ではボランティアの方が頑張っているが、さらなる観光振興のためには、収
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入が得られて、仕事にできる状況をつくることが必要。 

■ 名古屋から５分の立地だが、それが生かされていないように感じる。 

■ 副業を認める会社が増えてきているので、副業をしたい方への支援があると良い。 

■ ホームワーク（在宅就労）や、自分の特技を仕事に生かすマッチングなどの支援があ

れば、主婦等が働きやすくなると思う。 

■ 人の面でも、ハード面でも魅力的な「まち」をつくることにより、外から人も企業も

来て、仕事も増えるという良い循環ができると思う。 

■ 企業の収益と個人の収入が順調に伸びる状態がつくれるとよい。 

■ 費用をかけずに、今あるものを生かして稼ぐアプローチが必要。 

■ 行政でいえば内部での連携、地域でいえば観光協会と商工会の連携など、連携するこ

とで無駄をなくして効果をあげることができる。 

■ 歴史エリア、農業エリアなど、地域の良さを生かしたスポットづくりにより、「清須で

休日を過ごそう！」というＰＲができると良い。 

■ 美濃路、朝日遺跡、清洲城のエリアを充実させるとよい。歴史軸を生かして、人のな

がれをどのようにつくるのかが課題。 

■ 市の職員に市民になってもらうことで、職員の地域への想いが高まるのではないか。 

■ 地元企業が情報交換できる場を定期的に開催して、地元企業の発展を後押しできると

よい。 

■ 小さな会社同士がつながるような仕組みがあれば、イノベーションにもつながるので

はないか。 

■ 市内に企業の社宅を誘致してはどうか。 

■ 市内で働きたいと思っている方が、市内で働く場所の情報を取りやすくする仕組みづ

くりができると良い。そのために子育てアプリを活用してはどうか。 

■ 情報発信を通じて、旧町内でしか知られていない強みを、市の強みにしていく努力が

必要。 

■ 鉄道駅は多くても、道路の交通は不便だと感じる。 

■ 施策の全体的な方向性として、子どもや孫の世代に良くなっている、そういった長期

的な視野で取り組んでほしい。 

■ ＪＲ清洲駅は、稲沢市にあるが清須市民がよく利用する駅なので、稲沢市と連携して

駅前のにぎわいづくりを進めてほしい。 

■ 駅から観光地までの道を観光客にどう楽しんでもらうかは大事だと思う。魅力ある駅・

道・店をつくっていくことが必要。 

■ 「清須会議」は話し合いで問題を解決した舞台なので、そうした歴史遺産を、平和を

アピールするものとして活用してはどうか。 

■ 市内で行う観光ツアー、物産ツアー、遊びのツアーなどを企画してはどうか。 

■ レンタサイクルでまちを巡ることができると良い。楽しい内容のマップがあって、写

真映えするスポットを自転車で回れたら楽しいと思う。 

■ 名古屋市よりも土地の価格が安いと思うので、名古屋駅・栄にあるようなお店やオフ

ィスなどを市内に誘致する取組をしてはどうか。 

 

「基本目標③ 人を育て・つなげて地域を活性化する」に関するご意見・ご提案 

■ これからの時代に求められるまちは、人間らしく生きることができるまち。心を満た

すことが大切になってくる。 

■ 市全体の活動では自分たちの地域を守れないので、自分たちの地域で防災カフェを開

いて話し合ったり、まち歩きをする住民活動を行っている。そうやってコミュニティを

つくることが大事。 
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■ 子どもだけではなく、全ての年代の方が生涯を通じて学ぶことができる機会を充実さ

せることが必要。 

■ 各地域のお祭りなど、今市にある資源をつないで、ネットワークを強化することで生

かしていくアプローチが必要。 

■ 行政と市民の信頼関係が大切。そのためには、市民の声を拾う市民参画会議のような

場は有効だと思う。 

■ 市が開催する講座などにより、市民がボランティアの経験を積む機会が増えると良い。 

■ 今後、シニアの方が多くなっていく中で、その方たちが活躍できる機会を増やすこと

ができると良い。 

■ 農地と高齢者と空家をうまくつなげて活用できれば、農地の多面的活用、高齢者の生

きがいづくり、近所で買物できる場所の確保など、様々な効果がある。 

■ 市の魅力を発信する人材を育てる「情報発信リーダー養成講座」、「YouTuber養成講座」

などを開催してはどうか。 

■ 地域には様々な人材がいるのに、それがつながらない。まずは核になる人がいて、そ

こからつながりができていくのが理想的。 

■ 市議会の情報が市民に取りやすくなるなど、もっと市議会と市民がつながると良い。 

■ 様々な分野で、市民一人ひとりが行政と関わるような状態ができると良い。 

■ 市役所の中でも各課が連携して、チームワークで課題を解決していくことが必要。 

■ アプリの開発など、つながるためにオンラインツールを活用してはどうか。 

■ 行政が担っている仕事も、できることであれば民間やボランティアに担ってもらうこ

とができると良い。 

■ 市の職員と市内の企業の方が、人材交流をしてはどうか。 

■ 地区の垣根を越えて、交流できるようなイベントを開催してはどうか。 


